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防除法 　　　　　　　　　薬　　剤　　防　　除

病害虫名 防除時期 ＲＡＣコード 薬　　　剤

１ 黒斑病 根 株 養 成 期 2 ロ ブ ラ ー ル 水 和 剤

Alternaria panax （発病前から） M1 ド イ ツ ボ ル ド ー Ａ

Alternaria sp. M5 ダ コ ニ ー ル １ ０ ０ ０

２ 疫病 伏 せ 込 み 時 4･M1 ( 混 ) リ ド ミ ル 銅 水 和 剤

Phytophthora （発病前から）

 cactorum

３ 白絹病 根株養成畑定植前 14 リ ゾ レ ッ ク ス 粉 剤

Sclerotium rolfsii （発病前から）

発 病 前 か ら 14 リ ゾ レ ッ ク ス 水 和 剤

４ 菌核病 伏 せ 込 み 時 2 ロ ブ ラ ー ル 水 和 剤

Sclerotinia
  sclerotiorum

５ アブラムシ類 根 株 養 成 期 3A ト レ ボ ン Ｅ Ｗ

( 発 生 初 期 ) 3A ト レ ボ ン 乳 剤

4A ア ド マ イ ヤ ー フ ロ ア ブ ル

６ ヨトウムシ 根 株 養 成 期 1B ス ミ チ オ ン 乳 剤

( 若 齢 幼 虫 期 )

７ センノカミキリ 根 株 養 成 期 1B ス ミ チ オ ン 乳 剤

（ 発 生 前 ）

成虫飛来初期 1B カ ル ホ ス 粉 剤

～盛期

８ シクラメンホコリダニ 根 株 養 成 期 13 コ テ ツ フ ロ ア ブ ル

（ 発 生 初 期 ）

防除のポイント

1.発病株は早期に発見し、菌核ができる前
に抜き取って処分する。

1.肥料切れは発病を助長するので、肥培管
理に注意する。
2.被害茎葉は集めて処分する。

1.高畦にして排水を図る。
2.敷きわらなどを行い、雨のはね返りを防
ぐ。

1.苗で本圃に持ち込まない。
2.雑草からの移動もあるので、雑草処理を
徹底する。

1.周辺雑草を防除する。
2.周囲にシルバーテープをはる。
3.シルバーマルチをする。

1.卵塊、幼虫集団を見つけたら摘除する。

1.連作を避ける。
2.排水を良好にする。
3.被害株は抜き取り、処分する。
4.圃場を１か月間湛水し、菌核を死滅させ
る。

1.樹勢を衰弱させないよう栽培管理に注意
する。
2.枯死株を処分する。

農薬の使用方法や注意事項はラベルで確認する


